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奈
良
女

子
大
学

21
世
紀

C

O
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
古
代

日
本
形
成

の
特
質
解
明

の
研
究
教
育
拠
点
」

特
別
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム

平
成
十
八
年
十

一
月
十
九

日

於
奈
良
女
子
大
学

記
念
館

講
堂

古

代

日

本

語

表

記

と

歌

木

簡

大
阪
市

立
大
学

大
学

院
教
授

毛

利

正

守

一
、
難
波
宮
跡

発
掘
調
査

の
概
要

二
、
日
本
最
古

の
萬
葉
仮
名
文

の
木
簡

三
、

当
該
木
簡
と
上
代
特
殊
仮
名
遣

い

四
、
十

一
文
字

に

つ
い
て
の
訓

み
と
解
釈

A
、
前
期
難
波
宮

は
、
宮
殿
中
心
部

の
左
右

に
八
角

形

の
楼
閣
建
築
が
そ
び
え
立

つ
こ
と
や
、
政
務

や
国

家

の
重
要
な
儀
式
な
ど
を
行
う
場

で
あ
る
朝
堂
院

に

14
棟

以
上

の
建
物
が
配
置
さ
れ

る
な
ど
、
他

の
宮

殿
に
は
み
ら

れ
な

い
特
徴
を
も

っ
て
お
り
、
後
に
続
く
藤
原
宮
や
平
城
宮

な
ど

の
宮
殿

の
ス
タ
ー
ト
と

な

る
国
内
最
初

の
本
格
的
な
宮
殿
と

し
て
注
目
さ

れ
る
。

B
、
今

回
、
調
査
を
行

っ
た
所

は
、
前
期
難
波
宮

の
宮

域
内
よ

り
南
西
約

励

m
に
あ
た

る
位

置

で
あ
る
。

そ
の
場
所
は
、
従
来

の
調
査
結

果

で
、
前

期
難
波
宮
造

営
以
前
に
谷

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か

っ
て
お
り
、

難
波
宮
を
造
営
す
る
に
際
し

て
、
谷
を
埋
め
立
て
る
た
め

に
大
規
模
な
盛
り
土
を

し
て
整

地
を
行

っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
盛
り
土

の
下
に
は
、
ウ

シ
や
ウ

マ
の
骨
が
大
量

に
見

つ
か

っ
て
お
り
、

難
波
宮
造
営
時

に
何
ら
か

の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、

盛
り
土

の
下
か
ら
は
百

済

の
土
器
も
出
土
し

て
い
る
。

C
、
今

回
、
地
表
面
か
ら
約

胴

m
下
ま

で
調
査
が
行
わ

れ
た
。

第

1
層

大
坂
夏

の
陣
後

の
厚

い
整

地
層

第

2
～
4
層

豊

臣
氏
大
坂
城
期

の
3
期

に
わ
た

る
整

地
層

第

5
層

中
世

の
作
土
層

第

6
層

前
期
難
波
宮
造
営
時

の
整
地
層

第

7
層

そ
れ

以
前

の
谷
の
埋
土
層

-

斜
N
l



D
、
第

6
層

は
、
0
.
5～
0
.
9m
の
厚
さ

で
、

難

波

宮

造

営

時

に

埋

め

立

て
、

整

地

さ

れ

た

地
層

で

あ

る
。

こ

の
層
は
谷

の
中
心
部

に
い
く
に
し
た
が

っ
て
厚
く
な

っ
て

い
る
。
第

7
層

以
下
は
、
造
営

に
係
る
整

地

以
前

に
谷
を
埋
め
て

い
る
地
層

で
あ

っ
て
、

こ
の
地
層

か
ら

は
、
難
波
宮

以
前

の
時
期

の
土
器
な
ど
が

多
く

見

つ
か

っ
て
お
り
、
今

回
の
木
簡

は
、

こ
う
し
た
埋
め
土
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
あ
る
。

E
・
木
簡

の
長
さ
は
、
1
8
.
5
ｃ
ｍ

、
幅
は
絶

響

、
厚
さ
は
叩

響

で
あ
る
.
木
簡

の
出
土
し
た
層
慎

及
び
難
波
宮
跡
周
辺
に
位
置
す
る
谷
が
整
地
さ

れ
た
時
期
、
木
簡
と
同

じ
地
層

か
ら
出
土

し
た
土
器

の

時

期
な
ど
か
ら
、

こ
の
木
簡

の
年
代
は
、
前

期
難
波
宮
が
完
成
す

る
六
五
二
年
前
後
よ
り
古

い
、

7
世

紀

中
頃
と
考
え
ら
れ

る
。

(
以
上
、

A
～

E
、
大
阪
市

教
育

委
員
会

・
大
阪
市

文
化
財
協
会

の
資
料
よ
り
)

F
、

日
本
最
古

の
萬
葉
仮
名
文

の
木
簡

な
り

和
歌

の

一
部

の
可
能
性
。

散
文

の
可
能
性
は
あ
る
か

(春

草

の
初
め
之
。
と

し
～
)
。

G
、

歌
は

い

つ
の
時
代

に
如
何
な

る
書
式

で
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
か

人
麻
呂
歌
集

略
体
歌

嬢
.鵜

翻
.知
擁

彿
.謙

躊

輔

庭
.臨
,鑑
.
(巻

7

・
三

五
〇
)

は
る
や
な
ぎ

か
づ
ら
き
や
ま
に

た
つ
く
も
の

た
ち
て
も
ゐ
て
も

い
も
を
し
そ
お
も
ふ

(巻

11

・
二
四
五
三
)

妹

念

春

楊

葛

山

発

雲

立

座

非

略
体

.赴
渉

,盟
き毬

雌

襯

鑑

麗

蹴
レ霧

レ織

(巻
9
・
一
七
二
五
)

廼
.灘

磯
幾

祓

嫌

眺

搬

紮

蟹

拠

簾

惣

レ郁

(巻
m
三

〇
二
〇
)

H
、

平
成

十
年
十

一
月

四
国
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡

「
奈
ホ
波

ツ
ボ

作
久
矢

己
乃
波
奈
」

六
八
〇
年
頃

の
も
の
と
推
定
、

天
武
朝

の
も

の
。

1
、
今

回

の
木
簡

の
発
見
は
、
萬
葉
仮
名
文

を

一
挙

に
二
十
～

三
十
年
遡
ら
せ

る
こ
と
と
な

っ
た
。

日
本

語

の
表
記
や
歌

の
書
記
史

に
お

い
て
、

画
期
的
な
資
料
と
言
え

る
。

J
、

木
簡

と
歌
集

と
に
お
け

る
歌

の
書

記

の
あ

り
方
を
め

ぐ

っ
て

ー

轟
い
ー



K
、
十

一
文
字

の
訓
み
と
解
釈

イ
、

一
文
字
目
と
六
文
字

目

の

「皮
」

ロ
、

「
は
る
く
さ
」

(
春
草
)

①

～

大
宮

は

こ
こ
と
聞
け
ど
も

大
殿
は

こ
こ
と
言

へ
ど
も

春
草

の

繁
く
生

ひ
た

る

～

(巻

1

・
二
九
、

人
麻
呂
)

①
春
草

の

繁
き
我
が
恋

大
き
海

の

辺
に
行
く
波

の

千
重

に
積

も
り
ぬ

(巻

10

.
一
九

二

〇
)

③
～

ひ
さ
か
た

の

天
見
る
ご

と
く

ま

そ
鏡

仰
ぎ

て
み
れ
ど

春
草

の

い
や
め
づ
ら

し
き

我
が
大
君
か
も

(
巻

3

・
二
三
九
、

人
麻

呂
)

ハ
、
七
文
字
目
と
十

一
文
字

目

の

「斯
」

L
、
九
文
字

目
の

「
之
」

イ
、

「
名
詞

(
始
め
)
+
強
意

の
助
詞

(
し
)

+
と
し
」

(他
動
詞

(始

む
)

の
連
用
形

(
始
め
)

+
過
去

の
助
動
詞

(
き
)

の
連
体
形

(
し
)

+
と

し
)

「
刀
斯
」

の

「
刀
」

は
甲
類

の
仮
名

と

と

甲
類

(
ト
)
と
し
て

「
迅
し
」
ま
た

は

「鋭

し
」

の
意

「
春
草

の
初

め
し
と
し
」
は
、

(春
草

の
よ
う

に
)
初
め
が

.
勢

い
が
あ
る

.
は
げ
し

い
と

い

っ
た

ほ
ど

の
意

に
な
ろ
う
か
。

ロ
、

「之
」
を

「
の
」
と
訓
む
可
能
性

「
之
」
と
訓
む
場
合

萬
葉
仮
名

(音
仮
名

・
訓
仮
名
)
と

し
て
の
用

い
方

で
は
な
く
、
意
味

を
も

っ
た
、
言
わ
ば

訓
字

と
し
て
の
使

用

仮
名
主
体
表
記

な

げ

き

し

ま

さ

む

ゆ

く

さ

き

配
「

ら

ず

「奈

気

伎

刻

麻

佐

牟

」

(巻

15

・
三

五

八

一
)
、

「
由

久

左

伎

之
良

受

」

(巻

20

.
四

四

三

六

)

ノ

ノ

(ナ
ゲ

キ
之

マ
サ

ム

・
ユ
ク
サ
キ
之

ラ
ズ

の
よ
う

に
ノ
と

訓
む

こ
と
は
な

い
)

訓
字
主
体
表
記

か
む

よ

し

お
も

ほ
ゆ

「
神

代

之

所

レ
念

」

(巻

3

・
三

〇

四
)

さ

か

き

の

え

だ

に

と
し

の

へ
ぬ
れ

ば

「賢

木

之

枝

ホ

」

(
巻

3

・
三

七

九

)
、

「
年

之

経

者

」

(巻

12

.
三

一
〇

七

)

お
ほ
き
み

の

み

こ
と

か
し
こ
み

「
大

王
之

御

命

恐

」

(
巻

3

・
三

六

八

)

う

ち

て

し

や

ま

む

「
干

智

弓
一之

夜

葬

務

」

(
日

本

書

紀
、

巻

3
、

神

武

天

皇

条

)

ー

お
轟
1



M
、
音
仮
名
と
訓
仮
名

イ
、
観
音
寺
遺
跡

の
木
簡

の
萬
葉
仮
名

「奈
ホ
波

・
己
乃
波
奈

」
な

ど
音
仮
名
が
用

い
ら
れ

る
中

で
の
、

「矢

」

(
訓
仮

名
)

こ

の

は

な

ロ
、
平
城
京
木
簡
に
み
る
難
波
津

の
歌

の

「
己
乃
者
奈

」

漢

文

の
助
辞
と

し
て
用

い
ら
れ
る

「者
」

を

「花
」

の

「
は
」

に
当

て
る
。

は

こ
の

「者
」

も
、

い
わ
ば
訓
仮
名
と
し

て
の
使

用

ハ
、
『
平
城
宮
発
掘
調
査

出
土
木
簡
概
報
』
十
三

霧
寒
,
口
豊
継

ロ
久
者
牟
也

久
利
久
者
牟

夜

久
利
久
者
口

牟
夜

「霧
寒

き
に
口
豊
継
ぎ

口
く

は
や
む
」

「
く

り
く

は
む
や
/
く

り
く

は
口
む
や
」

小
谷
博
泰

『
木
簡
と
宣
命

の
国
語
学
的
研
究
』

(
和
泉

書
院
、
昭

61
)

く

は

む

く

り

く

L
鳳
「

む

「
口
久
者
牟

」
、

「
久
利
久
者
牟
」
等

の
使
用

も
そ
れ
で
あ
る
。

二
、
北

大
津
遺
跡
出
土

の
音
義
木
簡

(
七
世
紀
後

半
か
ら
八
世
紀
初
め
)

賛
摘
須

崩
紘
母

采
取

髄
蹴

払
皮

開

「田

須
久
」

東
野
治
之

『
書

の
古
代
史
』

(岩
波

書
店
、

平

6
)

N
、
犬
飼
隆

「
古
代

の

『
言
葉
』

か
ら
探

る
文
字

の
道
」

(『
古
代

日
本

文
字

の
来

た
道
』
大
修
館

書
店
、
平
成

17
)

イ
、
古

い
時
代

の
漢
字
音

を
も
と

に
し
て
い
る

ロ
、
字
体

の
簡
略
な
も

の
が
多

い

ハ
、

発
音

の
清
濁
を
書
き
分
け
な

い

二
、
漢
字

の
訓
を
借
り
た
表
音
的
用
法
、

す
な
わ
ち

「
訓
仮
名
」
が
、
音
を
借

り
て
発
音

を
あ
ら
わ
す

「
音
仮
名
」
と
区
別
な
く
使
わ
れ
る
。

0
、

音

仮

名

の
中

に

交

え

る

訓
字

の
あ

り
方

イ

、

二

音
節

語

の

「家

・
妹

・
風

・
早
」

な

ど

の

訓
字

拠

に

あ

り

て

は

は

が

と

り

み
ぱ

な

ぐ
さ

む

る

家

ホ

阿
利

旦

波

何

刀
利

美

姿

奈

具

佐

牟

流

詐

.
辱
灘
陣
庫
齢
齢

し

な

ば

し

ぬ

と

も

斯
奈
婆
斯
農
等
母

1

駆
い

ー



(巻

5

・
八

八

九

)

わ

が

ゆ

ゑ

に

㎏

な

げ

く

ら

し

障

の

う

ら

の

お

き

へ

に

き

り

た

な

び

け

り

奇
里
多
奈
批
家
利

(巻
15

二
二

宇
良
能
於
伎
徹
ホ

和
我
由
恵
仁

妹
奈
気
久
良
之

風
早
能

六

一
五
)

き

た

め

た

み

ロ
、

一
音

節

語

の

「
樹

・
手

・
目

・

田

・
見

」

な

ど

の

訓

字

こ

と

と

は

ぬ

1
陸
1

に

は

あ

り

と

も

う

る

は

し

き

き

み

が

L
捉
「

な

れ

の

こ

と

に

し

あ

る

べ

し

許
等
ホ

之
安

流
倍
志

伎
美

我
手
奈
礼
能

許
等

波
奴

樹
ホ
波
安
里
等
母

宇
流
波
之
吉

(巻

5

・
八

一
一
)

お

も

ふ

ゑ

に

あ

ふ

も

の

な

ら

ば

し

ま

し

く

も

い

も

が

」
吻
1

か

れ

て

あ

れ

を

ら

め

や

も

安
礼
乎
良

米
也
母

(巻

伊

母
我
目
可
礼
旦

之
末
思
久
毛

於

毛
布
恵
ホ

安
布
毛
能
奈
良
婆

15

二
二
七
三

一
)

う

ゑ

し

た

も

ま

き

し

は

た

け

も

あ

さ

ご

と

に

し

ほ

み

か

れ

ゆ

く

そ

を

L
臨「

れ

ば

～
宇
恵
之
副
毛

麻
吉
之
波
多
気
毛

安
佐
其
登
ホ

之
保
尾
可
礼
由
苦

曽
乎
見
礼
婆

こ

こ

ろ

を

い

た

み

許

己
呂

乎

伊
多

美

～

(巻

18

・
四

一
二

二
)

わ

が

せ

こ

し

け

だ

し

ま

か

ら

ば

し

ろ

た

へ

の

そ

で

を

ふ

ら

さ

ね

」
尉「

つ

つ

し

の

は

む

見
都
追
志

努
波
牟

(巻

和
我
世
故
之

気
太
之
麻

可
良
婆

思
漏
多
倍
乃

蘇

乎
布
良
左
祢

15

・
三
七
二
五
)

ハ
、

一
音
節

語
は
、
萬
葉
集

で
は
名
詞
ま
た
は
動
詞
等

で
あ

っ
て
、
助
詞
に
は
及
ん

で
い
な

い
。

を

か

の

さ

き

い

た

む

る

ご

と

に

①
紀

州
本
や

西
本

願
寺
本
、

温
故
堂
本
等

で

「
乎
可
之
佐
伎

伊
多
牟
流
其
等
ホ
」

(巻

20

・
四
四
〇

の

八
)

と
萬
葉
仮
名

の
中

に
あ

っ
て
、
訓
字

「
之
」
と
記
す
け
れ
ど
も
、
次
点
本
と

し
て
信
頼

の
お

を

か

の

さ

き

の

け
る
元
暦
校
本

・
類
聚
古
集

に
は
、

「
乎
可
乃
佐
伎
云
々
」
と
萬
葉
仮

名

「
乃
」

で
記
す
。

し

ぐ

れ

の

の

②

同
じ
く
紀
州
本
や

西
本
願
寺
本
等

で

「
四
具
礼
之
」

(
巻

13

ニ
ニ
三
二
四
)
と

「
之
」
と

記
す
が
、

し

ぐ

れ

の

の

元
暦
校
本

・
天
智
本

・
類
聚
古
集
に
、

「
四
具

礼
乃
」

と

「
乃
」
で
記
す
。

①
②
と
も

「
乃
」

(萬
葉

仮
名
)

を
採
用
す

べ
き

で
あ
る
。

③

「
比
等
之
可
奈

思
母
」

(巻

15

・
三
六
九

三
)
を
寛
永
版
本

が

ヒ
ト
ノ
カ
ナ

シ
モ
と
訓

み
、

「伊
多

家
苦
之
」

(巻

17

・
三
九
六
二
)
を
西
本
願
寺
本

・
細

井
本

・
紀
州
本
等

が
イ
タ
ケ

ク
ノ
と

訓
ん

で

し

い
る

が
、

ど
ち

ら

の

「
之
」

も
強

意

の
助

詞

と

し

て

「
之

」

(萬

葉

仮

名

。

ヒ
ト

シ
カ

ナ

シ

モ

・
イ

タ

ケ

ク

シ
)

に

訓

む

べ

き

で
あ

る
。

二
、

「
之
」

の
前

か

後

か
ど

ち

ら

か

が

萬

葉

仮

名

で
、

も

う

一
方

が

訓
字

と

い
う

場

合

み

も

ろ

の

そ
の
や
ま

な

み

に

お

き

ま

う

が

い

へ
な
る
も
の

は

「
三
毛

侶

之

其

山
奈

美

ホ

」

(
巻

7

・

一
〇

九

三

)
、

「
意

吉

麻

呂

之

家

在

物

者

」

(巻

16

・

さ

さ

な
み

の

し

が

の

さ

ざ

れ

な
み

三
八
二
六
)

〈
以
上

の
萬
葉
仮
名
は
固
有
名

で
あ
る
〉
、

「
神
楽

浪
之

志
賀
左
射
礼
浪

」

(巻

2

う
ぐ
ひ
す

の

う

つ

し

ま

こ

か

も

さ
か
ゆ

る

け

ふ

の

あ

や

に

・
二
〇

六

)
、

「
鷺

之

宇

都

之

真

子
可

母

」

(
巻

19

・
四

=

ハ
六

)
、

「
栄

流

今

日

之

安

夜

ホ

た
ふ
と

さ

貴

左
」

(
巻

19

・
四

二

五
四

)

ホ
、

一
音

節

語

の

訓
字

に
続

く

訓
字

の
助

詞

ひ

と

の

う

う

る

L
匹
L
は
ー

う

ゑ

ま

さ

ず

い

ま

さ

ら

に

く

に

わ

か

れ

し

て

あ

れ

は

い

か

に

せ

む

比
等
能
宇

流

田
者
宇
恵
麻
左
受

伊
麻
佐
良
ホ

久
ホ

和
可
礼
之
旦

安

礼
波
伊

可
ホ
勢

武

(
巻

15

・
三
七
四
六
)

i

轟
ひ
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塾
衡
故
鹸
触

参
都
印
知
亜
卿
如

卸
如
齢
聖
解

17

・
三

九

九

九

)

い

ざ

り

ひ

の

伊
射

里
火
之

(
巻

19
・

四

一

=

八
)

あ

ひ

み

て

ゆ

か

な

ニ

ふ

る

ひ

お

ほ

け

む

安
比
見
而
由
可
奈

故
布
流
比
於
保
家
牟

(巻

P
、

当

該

木

簡

の
上

代

特

殊

仮

名

遣

い

イ

、

こ

の
木
簡

で
上

代

特

殊

仮

名

遣

い
に

関
わ

る

の
は

、

「
乃

.
米

.
刀
」
。

「
春

草

の
」

の

「
の
」

は

乙
類

で
あ

り

、

「
乃
」

の
萬

葉

仮

名

も

乙
類

で
あ

る

の

で
、

適

っ
て

い
る

。

同

じ

く

「
始

め

」

(
初

め

)

の

「
め

」

も

乙

類
、

「
米

」

の
仮

名

も

乙
類

な

の

で
適

っ
て

い
る

。

ロ
、

「
は

じ

め

の
と

し
」

を

、

「
初

め

の
年

」

の
意

に
取

る
な

ら

ば

、

「
年

」

の

「
と

」

は

乙
類

の

仮

名

で
あ

る
。

と

こ
ろ
が

「
刀
」

は
甲

類

の
仮

名

で
あ

る

の
で
、

仮

名
違

い
と
な

る
。

Q
、

上
代
文
献
に
み
る
上
代
特
殊
仮
名
遣

い
の
乱
れ

「
取

る
」

薩

く

野

零

謬

獄

す
も

隷

齢

撃

誹

せ

鍛

く

塞

く
誹

せ

ほ

だ
り

ト

ら

秀
鱒
斗
良
す

子

(古
事
記
、

下
巻
)

「
問
ふ
」

ト

ま

ト

ビ

　

記

紀
歌
謡

で
は

い
ず
れ
も

「訓

川
し
君
は
も
」

(
古
事
記
、

中
巻

)
、

「
我
れ
を
斗
波

す
な
」

(
日
本
書

こ
と

と

は

紀

、

巻

H
)

と

甲
類

(
斗

)

で
あ

る
が

、

萬

葉
集

で
は

「
ま

た

言

刀
波

む

」

(
巻

20

.
四

三
九

二
)

と

ふ

の
甲

類

(
刀
)

と

「
人

の
翻

ま

で
」

(巻

18

・
四

〇

七

五

)

の
乙

類

(
等

)

が

相

半

ば

す

る

。

R
、
当
該

木
簡

以
外

の
木
簡
に
み

る
上
代
特
殊
仮
名
遣

い
の
乱
れ

イ
、
『
薬
師
寺
木
簡
』

(表
)
此
香

止
羅
元
人

(
裏
)
霊
亀

二
年
四
口

L
F

ら

む

(
此

の
香
止
羅
元
人

(『
薬
師
寺
木
簡
』
)

　

ロ
、
『
平
城
宮
木
簡
』

一
、

一
七
四
号

レ

田
口
之
比
等

々
流

刀
毛
意
夜

志
己

々
呂
曽

と

も

お
や

「
た

口

し

人

と

と

る

刀
毛

同

じ

心

そ
」

助

詞

の
ト

モ

の
ト

は

乙
類

。

「
刀

」

は

甲

類

な

の

で
、

仮

名

違

い
。

に

言

問
は
ぬ

木
に
は
あ

り
等

母

う
る
は
し
き

君
が

手
馴
れ

の

琴

に
し
あ

る
べ
し

一

一
)

1

心
刈

1

(
巻

5

・
八



に

行
く

へ
な
く

あ

り
渡

る
登
毛

ほ
と
と
ぎ

す

鳴

き
し
渡
ら
ば

か
く
や
し

の
は
む

(巻

18

.
四

〇
九
〇
)

ハ
、
『
平
城
京
木
簡
』

↓
、

七
九
号

(

「
津
玖
余

々
美
宇
我
礼
口
口
口
口
口
」

っ
採

よ

「
月
夜
好

み
う
か
れ
」

(
阪
倉
篤
義

「
国
語
資
料
と

し
て
の
木
簡
」
『
国

語
学
』

76
、
東

野
治

之

『
日
本
古
代
木
簡

の
研
究
』
塙
書
房
、

昭

58
)

「
月
夜
」

の

「
夜
」
は
甲
類
。

「余
」

は
乙
類
な

の
で
、
仮
名
違

い
。

と
も
し
ぴ

っ

く

L
臨「

か
げ

ほ
と
と
ぎ
す

ご
よ
鳴

き
渡

れ

燈
火
を

都
久
欲

に
な
ぞ

へ

そ

の
影
も
見
む

(巻

18

・
四
〇

五
四
)

こ

よ

ひ

っ

く

」
臨「

か
す

う
ち
な

び
く

春
を
近

み
か

ぬ
ば
た
ま

の

今
夜

の
都
久
欲

霞

み
た

る
ら
む

(巻

20

・
四
四

八
九
)

S
、

「年

の
初
め
」
と

「
初
め

の
年
」

あ
ら
た

と
し

の

は

じ

め

に

と
よ

と
し

新

し
き

年
乃
波
自
米
ホ

豊

の
稔

し
る
す
と
な
ら

し

雪

の
降
れ

る
は

(巻

17

・
三
九

二
五
)

と
し

の

は
じ
め

は

な
ら

新

し
き

年
之

初

者

い
や
年
に

雪
踏

み
平
し

常
か
く

に
も
が

(
巻

19

・
四
二
二
九
)

ま

で

こ

し
る
し

と
し

の

は
じ
め

に

降

る
雪
を

腰
に
な

つ
み
て

参

ゐ
出
来

し

験

も
あ
る
か

年
之

初

ホ

(巻

19

・
四

二
三
〇
)

と
し
の
は
じ
め

に

を

う
れ

新
し
き

年

始

ホ

思

ふ
ど
ち

い
群
れ

て
居
れ
ば

嬉

し
く
も
あ

る
か

(巻

19

・
四

二
八

四
)

と
し

の

は
じ
め

の

は
つ
は
る

け

ふ

よ

ご
と

新

し
き

年

乃

始

乃

初
春

の

今

日
降

る
雪

の

い
や

し
け
吉
事

(巻

20

・
四
五

一
六
)

丙
子
に
、

三
韓

の
諸
人

に
詔
し

て
曰
は
く
、

「先

の
日
に
、
十
年

の
調

・
税
を
復

し
た
ま

ふ

こ
と
既

は
じ
め
の
と
し

に
詑
り
ぬ
。
且
加
以
、
帰
化
け
る

初

年
に
、

倶
に
来
る
子
孫

は
並

に
課
役
悉

に
免
す
」

と

の
た
ま

ふ
。

(
日
本
書
紀
、
巻

二
十
九
、

天
武

天
皇
十
年

八
月
条
)

○
訓
と
解
釈

の
可
能

性な
り

一二

、

三

、

(春

草

の
初

め

之

。

と

し
)

「春

草

の

初

め

し

と

し

」

「
春
草

の

初

め

の
と

し
」

(
春
草

の
よ
う

に
)
初
め
が
勢

い
が
あ

る

・
は
げ

し

い

春
草

の
初
め

は
勢

い
が
あ

る

・
は
げ

し

い

(春
草

の
よ
う

に
)
初

め

の
稔

り

(
春
草

の
よ
う

に
)
初
め

の
年

・
初

年

・
元
年

1

轟
◎◎
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音

韻

上
κ
特
殊
仮
名
遣
表

甲

類

乙

類

キ

支
岐
伎
妓
吉
棄
穿
枳
企
蕎
舐
祁
.寸
杵
服
來

藝
岐
伎
儀
蟻
祇
嗜

蹄
己
紀
記
忌
幾
機
基
奇
綺
騎
寄
氣
既
貴
癸

・
木
城
樹

疑
擬
義
宜

ヒ

比
毘
卑
辟
避
讐
腎
必
賓
娯
.日
氷
檜
負
飯

毘
砒
批
弧
罧
鼻
彌
鉾

非
悲
斐
肥
彼
被
飛
秘

・
火
乾
簸
樋

備
眉
媚
庶

●
傍

ミ

美
彌
瀟
弼
繰
沼
民

.
三
参
御
見
覗
巻
水

微
未
味
尾

・
箕
實
身

ケ

郡
計
稽
家
翼
鶏
難
難
渓
啓
債
質
結

.
異

牙
雅
下
夏
寛

氣
開
既
概
概
慨
該
階
戒
凱
榿
居
學
希

・
毛
食
飼
消
笥

宜
義
鎧
尋
碍

へ

幣
弊
徹
蔽
平
碑
覇
陛
反
返
遍
.部
分
隔
重
邊
畔
家

緋
整
謎
便
別

閑
閉
倍
陪
杯
珊
俳
浦

・
綜
貧
缶
甕
殖
罎
経
戸

倍
毎

磯
傷

・
削

メ

費
痒
謎
綿
面
馬

.
女

⑳
毎
梅
藩
妹
昧
晩

自

眼
梅

藻

一

コ

古
故
胡
姑
砧
枯
固
高
庫
顧
孤
.子
児
小
粉
籠

胡
呉
誤
虞
五
吾
悟

許
己
巨
渠
去
居
學
虚
擦
菖
興

・
木

碁
其
期
語
駅
御

49

ソ

蘇
禁

素
潅

譲

・
+
纒

追
馬

俗

後

曾
罐

瑠
溜

則
賊
露

真

嚢

縫

苑

叙
存
蕩

序
茄

一

ト

⑳
望

麓

渡
額

墓

都
膿

・
外
罐

戸
聰
利
速
門

度
渡

馨

郡
騰
謄
量
苔
澄
得
・
遊
鷺

+
羅

飛
存

縢
騰
藤
廼
耐
特

ノ

怒
努
弩

奴
怒

能
⑳
廼

・
笑
箆

モ

毛

母

ヨ

用
庸
遙
巌

・
夜

㊧

與
馨

轡
預
已

.
四
世
代
吉

ロ

漏
路
露
婁
模
魯
盧

呂
侶
閥
盧
慮
稜
勒
里

ア

行

ヤ

一丁そ

工

愛
哀
埃
衣
依

。
榎
可
ー
愛
荏
得

延
曳
容
遙
要
縁
喬

・
兄
柄
枝
吉
江

　2

(註
)

.
印
以
下
訓
假
各

コ
チ
ッ
ク
は
濁
音

(万
葉
裳

論

)



r

ζ
,

6

ゐ

ム

0

～

～

ト
フ

ら

.
ヲ

ヒ

セ

.α
0

つ
哨

0

`

大
阪
市
文
化
財
協
会
提
供

.

&聴

幅
厚

ヨ

臼

驚

一

'

仙

'

.

一

一～

…

,

・

、

ト
ー

ノ

.

焦

樋

鷹

、べ

」

了

㌧

ソ
.
へ
、
＼
、じ
/

9

ー

ー
愚

月

2

/

秘

腔

鰻

函畏

.＼

＼

》

～
曳
、
M

賢

さ

∴
驚

》

し
＼

～

だ
レ

傷

,心

鐙

蒔

.
脈

一

一

.

.

一

・

一

.

、

漁

猟

鹸

2

'

.

k

砧

ひ

,

-

縛

は

輪

wo

・

、
'

蛎
.
麻

算

「

N

酬

瀬

「
敷

木

凋

、又

一

一

.

一

.

一

げ

コ

　

ロ

.

、

一

1

4
～

ー

＼

2
,
・!

.

・

＼

.

"

.

-

■よ

、

,

50

葱

・

.

.

・

、

,

、

早

謝

燃

■

.
鞍

・・

}

ロ

ロ

の

、

.

.

へ

,吋

.

・＼

ノ

ー

/9

ー

噛

、

曽

.

一

一

一

}

ギ

、

一

'

.

.
ふ

・
験

}

,

・

'

・

,

層

.

、

.

、

℃

ら
礁

饗

,
P
.

印

,

.、

.

一
:

-
:

…

量

,

r
ヤ
彗

r

艶

語̀

レじヒ

く

ヤ
デ
カ

サ
コ

～

電

:

;

…

=

語

ー

甲
5

ー

≒
三

繧

…

ゼ

醸
灘

灘

鐸

.
'.

●

3
…

…

筆

・
㌧
5

剛
■毒

'

國
,
ボ

レ


